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つい昨日まで、

レコード会社のホ

ームページが……

と騒いでいたら、

もうアーティスト自

身でサイトを持つ

のが当たり前の時

代になってしまっ

た。考えてみると、

たまたま自分の表現を世の中にアピー

ルできる媒体がコンサートやCD、ビデ

オ、MTVであっただけで、ウェブの持

つ機能も彼らなりに表現のメディアに

していくのだろう。となると、これはレ

コード会社もおちおちしてられないはず。

さて、決してハンサムとは言い難い

ヘヴィ（体重も含む）ロッカーのミー

トローフが開いたこのホームページは、

彼お気に入りのTriumphのバイクが当

たる懸賞がありの、スクリーンセイバー

のプレゼントありの、Acrobatを使っ

た譜面提供やCDLinkを使ったウェブ

とCD連携のDJありの……といった

数々の新機軸が、彼独自のイメージの

中に散りばめられている。もちろん、

RealAudioやMovieのファイル、コン

サート情報、ファンクラブのお知らせな

どパターンは押さえたうえでの話だ。

さて日本は……と見ると、忌野キヨ

シローのファンが寄ってたかって作った

という大作の単行本「生卵」には面白

い動きを感じるが、まだ紙の世界の話

だしね～。アーティスト起業家の最右

翼と言われてる小室哲哉あたりに期待

してみる？

繊細なヘヴィロッカー、ミートローフの世界
Meatloaf

http://www.meatloaf.mca.com/

今泉 洋の
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インターネットの商業利用が注

目され始めて、一般紙にもそんな

話題が増えてきた。

「オンラインショッピングでこん

なものまで買える！」というのが記

事のツカミだったりするわけで、

「書籍からうどん、コンドームまで」

なんて書いてあるが、さすがに「お

葬式」までは書いてないみたいだ。

というわけで、これからお葬式とい

う方に「Carlos_A_Howard_

Funeral_Home（http://shops.

net/shops /Carlos_A_Howard_

Funeral_ Home/home.html）」

というお葬式のオンラインショップ

のお知らせである。今からウェブで

棺桶などを選んで予約しておくと

よいかもしれない。

さらに亡くなった場合は是非こ

の「The Obituary Page」で世界

中の人にお知らせしよう。このペー

ジはウェブの死亡広告欄といった

ところ。有名無名を問わず、イン

ターネット上に名を残したいという

人（本人じゃないと思うが……）

は、サーバーが存在し続ける限り、

サイバースペースに名を残すことが

できる。ちょっと眺めてみると、日

本人では俳優の岡田英次、渡辺元

自民党副総理、御手洗前キヤノン

社長などの名前があり、生前の業

績を讃えるページへのリンクを持っ

ている故人もある。お隣りにペット

の墓地があるのもうれしい。

本命は誰？　米大統領選挙のすべてをウォッチ
Countdown '96 Home Page

http://comeback.com/countdown/

お葬式から墓場まで　インターネットでRIP？
The Obituary Page

http://catless.ncl.ac.uk/Obituary/README.html

来年は米国大統領選挙の年で

ある。世の中、4年前とは大きく

様変わりだが、なんといっても最

大の変化はインターネットの存在

だ。ウェブのおかげで大きく大衆

化が進んだ今では、各候補者、

支持団体にとってインターネット

はもはや無視できないメディア。

すでに数多くのホームページが立

ち上がっている。そうした現状な

らではの視点から、政党や候補

者、イシューから利益団体のかけ

ひきまで、来年の大統領選挙のあ

らゆる局面をインターネットで同

時進行的に楽しんでしまおうとい

うのがこのページである。

大統領選参加を表明している、

あるいは強力な支持を得ている候

補者のホームページはもちろん、

注目される元参謀総長コリン・パ

ウエル氏の動向や各州諸勢力の動

き、予備選の模様、世論調査の

結果、各種政治団体、メディア

に登場するオピニオンや分析、そ

してクイズやユーモアに至るまで、

あらゆる政治的動きをリンクし、

さらにチャットルームも設けられ

る予定だ。4年に一度の政治ショ

ウをこれまでにない情報環境で楽

しむことができるこのページ。政

治と日々拡大変貌するメディアが

作り出す、まさに今世紀最大のメ

ディア実験を見逃す手はない。
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アメリカ（に限らず欧州で

もそうらしいが）の都会を歩

いていると、不潔ではないが

きれいとは言えない格好をし

た人が新聞などを売ってたり

する。観光客に押し売りとい

うことはまずない（これも意

外ではある）のでアジア系ア

メリカ人のふりをして買って

みたりすると、これがなんとホ

ームレスによる新聞だったり

する。日本に馴染んでいると

なかなかわけが分からないが、

奥の深いものがありそうだ。

そんなものがネット上に登場

というのも、さらに意外とい

えば意外な展開である。

このページはアメリカ西海

岸シアトルで月間25,000部

以上発行されているホームレ

スの機関誌「Real Change」

のウェブ版だ。内容はボラン

ティアのみならず、ホームレス

自身の手によるホームレス関

連のニュースや作品で、なか

にはストリートアートのページ

もある。これ以外にも「あな

たの町でホームレス新聞を始

める方法」といったガイドも

あり、問題のとらえ方から実

践の方法までが詳しく書かれ

ている。臭いものにはフタと

ばかりに、ホームレス排除の

ために地下道を「動く歩道」

にしてしまう国とはエラい違

いである。

「Eメールは確かに便利だけど、

どうも味気なくってね～」という

話。あまりシステムをうまく使え

ない人の言い訳だったりすること

もあるが、気がつくと確かにポス

トに入っている絵葉書や手紙とい

うのも色気があって捨て難い。こ

んな贅沢な悩みを解決しましょう

というのがこのページだ。

要は、オンラインで絵葉書を選

び、必要な文章をタイプしてくれ

れば、実際の郵政省メールで発送

します、というサービスなのだが、

単にそれだけに終わらないのが面

白いところ。例えば、好みのフォ

ントで文面を印刷したり、近い将

来には自筆の署名まで入れられる

予定だ。また、情熱が走りすぎて

文章がうまく書けない人にはサン

プルも準備されている。「ニュース

に登場した気に食わないやつに文

句の一言でも言ってやりたいけど、

住所が……」という場合にはしっ

かり住所を調べて送ってくれる。

さらに自宅にいながら、あたかも

どこかのリゾートから出したかの

ように、現地のスタンプで絵葉書

を送るといったお茶目もできてし

まうのである。どういう仕組みか

は知らないが、葉書を投函するた

めだけにリゾートに出かける担当

者になりたいと思うのは私だけで

はないはず。

ついにサイバースペースにホームレスが登場？
Real Change Homeless Newspaper

http://www.speakeasy.org/realchange/

投函者になりたい！　インターネットで出す郵政省メール
The OutPost Network

http://www.outpost.net/
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米国の有名書店チェーンである

Barnes & Nobleがスポンサーと

なり、ボストン大学コミュニケー

ション学科の学生がデザイン、運

営を行っているのがこのサイトだ。

内容は全米および世界のキャン

パスニュースやキャリア形成のた

めのアドバイス、仕事、旅行、デ

ィベート、チャット、ゲーム、映

画や音楽のレビュー、著名人との

交流など、大学生活を充実した

ものにするための情報が、お仕着

せではなく、学生自身の視点から

構成されている。中でも仕事やキ

ャリア形成に関するページは充実

しており、彼らのしっかりした意

識を窺い知ることができる。

という堅いことは別にしても、

このデザイン、このセンス、この

内容。まったく雨後のタケノコ状

態の日本のホームページと比較す

ると……である。やっぱりこうし

たものは、口うるさいスポンサー

の言うことをホイホイ聞いてしま

う下手なプロより、センスの良い

ユーザーに作らせるに限る。スポ

ンサーの広告ページに「Don't Go

Here」なんていうタイトルを付け

るのもオシャレだし……。情報学

部をうたっている日本の某有名な

学部では、これくらいのものはで

きるかなぁ～？
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プロもびっくり　大学生による大学生のためのウェブ
The Loci

http://www.loci.com/

インターネットで学ぶ　楽しい“ゴキちゃん”の世界
The Yuckiest Site on the Internet

http://www.nj.com/yucky/

直訳すると「インターネットで

最もギョエ～なサイト」である。

そして今回フィーチャーされてい

るのが、あのゴキブリ（というよ

り、このページを見ていると次第

に「ゴキちゃん」と呼びたくなる）

なのだ。

「ゴキちゃん解剖」「世界のゴ

キ・ファミリー」「ゴキちゃんの一

日」「ゴキちゃんの捕まえ方」…

…しかも、アメコミックなキャラ

クターやいかにもゴキな感じの音

声ファイル、ムービーという具合

に、まったくゴキブリのマルチメデ

ィア展開である。

「今日の一言知識」で知ってい

ると自慢できる（？）ゴキ知識なん

かもオシャレに披露されている。

う～ん、さすがにでかいゴキブリ

を集めて「全米ゴキブリ選手権」

をやってしまう国だけのことはある

ぞ。

ちなみに、このサイトを運営し

ているのはアメリカ東海岸の千葉

県と言われるニュージャージー州

の地元通信企業と最近設立された

科学教育研究機関であるLibrary

Science Center。確かにアメリ

カのガキンチョは恐れを知らない

というか、へんてこなものが大好

きだが、こういうアプローチで科

学教育を目指すあたりに彼の地の

フトコロの深さがあるわけだ。日

本の教育関係者も野暮なページば

かり作ってないで、ちっとはセン

スを磨きなさい！
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最近、米国の広告業界関係者

の間でちょっとした話題になった

のが、このWebTrackとABCと

の協力話。この場合、ABCとい

っても最近ディズニーマークを掲

げるようになった（誇張です）TV

局ではない。正式名称は「Audit

Bureau of Circulations」。日本

では「新聞雑誌部数公査機構」

という名称で、新聞や雑誌の正確

な部数を調査公開しているところ

で、広告主はここの数字をベース

に最適なメディアを選ぶという権

威ある代物だ。ということでお分

かりと思うが、つまりはウェブが

新聞や雑誌に次ぐ新しい広告媒

体として本格的に認知されたとい

うお話である。

このページにはウェブに広告を

出している企業のデータベースを

はじめ、広告掲載可能なホームペ

ージやその料金体系、その利用者

数、対象ユーザー、現在のスポン

サーなどのデータ、さらにはポピ

ュラーなサイト番付、ウェブ関連

のマーケティング会社リスト、ニ

ュースレターなどが掲載されてい

る。特に米国のハイテク系マーケ

ットを狙いながら為替レートに悩

む企業の担当者には必読かつ

（「こんな価格で！」と）驚きのペ

ージに違いない。
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「苦情」と「言い訳」笑える英作文ジェネレータ
Scott Pakin's automatic complaint-letter generator

http://www-csag.cs.uiuc.edu/individual/pakin/complaint

カテゴリー別「新着情報」満載　これでキミもウェブ評論家？
What's New Too!

http://newtoo.manifest.com/WhatsNewToo/index.html

文章を書くというのは面倒な作

業である。特に第三者に宛てた苦

情案件説明の手紙ほど面倒なも

のはない。ストレートに書いてし

まうとこっちの度量を疑われるし

……なんで苦情を言うのに苦労し

なけりゃならないんだ、まった

く！　という人にぴったり……な

わけじゃなくって、ただ単に「ホ

ントにあいつにはあったまきちゃ

ったよね～」みたいな第三者宛の

文章が自動的に出てくるのを見て

ほくそ笑むという……う～ん、考

えてみるとちと暗い笑いを提供し

てくれるのがこのページ。苦情対

象の名前と性別、それにパラグラ

フの数を指定するだけで、ウィッ

トに富んだ文章が出てくる。

これだけじゃ、ちょっと芸がな

いと思った方には「EVIL Little

Brother Excuse Generator

（http://www.dtd.com/excuse/

）」がお勧めだ。こちらはシラっと

「ごめんね」文章を書いてくれる

自動書機で、「いや～、キミの家

を燃しちゃったんだけど」や「デ

ィスクを壊しちゃった」「キミの奥

さんと寝ちゃった」など、適当な

言い訳を交えた文章を書いてくれ

る。外国人の友人がいる人は、来

年のエイプリルフールに向けてス

トックを作っておこう。

ABCとタイアップ　ウェブは新世代の広告媒体？
WebTrack

http://www.webtrack.com/

考えてみると「What's New」

が「新着情報」とは変な日本語

訳だが、ともかく世界中で新

設されるWWWのホームペー

ジの数は一日500以上になる

という。とは言ってもこれは

英語のページを対象とした数

字で、それ以外の言語のもの

を加えると？？

このサイトはパーソナルホ

ームページも含め、あらゆる

新しいホームページ（残念な

がら日本のものはないようだ）が

立ち上がり次第、36時間以内に

そのURLを、カテゴリーや簡単な

説明を加えて知らせてくれるとい

う便利ものだ。

更新は毎日行われるが、一日

500件以上ともなると量が多いの

で、キーワードサーチ機能も持っ

ている。さらに便利なのは「Cus-

tomized Announcement」とい

うページ。ここでは18のカテゴリ

ー別に「当日のみ～7日前から」

といったタイムレンジ設定や説明

の詳しさを選択して内容を表示す

ることができる。カテゴリーの中

には「Must be 21 years of age

or older」というのもあるから、

当然、あの手のものの最新URL

もバッチリ。某団体の圧力で消え

てしまわないうちにチェックを入

れることができる？　となれば、

まるで某PC通信運営会社の休日

狙いの書き込みを読む気分だ（苦

笑）。
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